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概     要 既設光ファイバ網等の既存インフラを活用した１０Ｔｂｐｓ－３０００ｋｍ級

のバックボーン実現を目指し、大容量化・長距離化・既設インフラ活用に

伴う波形歪み等の技術課題に対応するため、高密度波長多重化を可能と

する狭帯域ＤＰＳＫ変復調方式、誤り訂正符号方式、分散補償方式等に

ついて研究開発を行う。 

 

・ 本研究開発により、既設光ファイバ網等を活用した超高速光ネットワ

ーク網の経済的な構築が可能となり、将来各家庭まで普及すると予

想される、エンド･ツー･エンド型の安価なリアルタイム光通信サービス

が可能となる。これらにより、遠隔医療、遠隔教育、コンテンツ配信

等、新規ビジネスの創出による産業育成の一層の効果が期待でき

る。 

 

【サブテーマ】 

① 狭帯域 DPSK 変復調方式 

② 誤り訂正符号方式 

③ 分散補償方式 

④ 光ファイバの特性評価とキーデバイスの総合評価試験 

１１．．需需要要予予測測  
 2008年度 2005年度 

東阪:15～30Tbps 東阪:3～6Tbps 
40Gbps×256波 10Gbps×160波 

トト  
年度 規模

現状 1.6Tbps (10Gbps×160波)

1700km級

2005 １０Tbps(40Gbps×256波)

3000km級
東京 大阪 

国国内内陸陸上上幹幹線線ネネッットトワワーークク

 
 
 

 
等等  

 

３３．．開開発発すするる方方式式

 

大容量化  →  狭帯域変復調方式、4

長距離化  →  誤り訂正 LSI 等 

高品質化  →  波長分散補償器、偏波
２２．．開開発発タターーゲゲッッ
0 Gbｐs DPSK 送受信器等

分散補償器等 


